
「
九
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル

２
０
０
４
年
６
月
10
日
に

〈
「
九
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル
〉

が
９
人
の
呼
び
か
け
人
（
井

上
ひ
さ
し
、
梅
原
猛
、
大
江

健
三
郎
、
奥
平
康
弘
、
小
田

実
、
加
藤
周
一
、
澤
地
久
枝
、

鶴
見
俊
輔
、
三
木
睦
子
）
に

よ
り
発
せ
ら
れ
て
か
ら
１
９

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
は
、
「
日
本
国

民
は
、
い
ま
、
大
き
な
試
練

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
」
に

始
ま
り
、
「
日
本
と
世
界
の

平
和
な
未
来
の
た
め
に
、
日

本
国
憲
法
を
守
る
と
い
う
一

点
で
手
を
つ
な
ぎ
、
『
改
憲
』

の
く
わ
だ
て
を
阻
む
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
、
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
、
い
ま
す
ぐ

始
め
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
」

で
結
ん
で
い
ま
す
。

「
九
条
の
会
」
世
話
人
会
の
設
置

去
る
３
月
に
は
大
江
健
三

郎
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
、
呼
び
か
け
人
で
生
存
者

は
93
歳
と
な
る
澤
地
久
枝
さ

ん
お
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人
の
生
存
者
が

梅
原
、
大
江
、
澤
地
の
３
人

と
な
っ
た
16
年
に
、
「
九
条

の
会
第
６
回
全
国
交
流
討
論

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
「
九

条
の
会
」
の
小
森
陽
一
事
務

局
長
は
「
九
条
の
会
」
の
体

制
強
化
の
た
め
に
12
人
か
ら
な
る
世
話
人

会
を
設
置
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

世
話
人
は
愛
敬
浩
二
、
朝
倉
む
つ
子
、

池
内
了
、
池
田
香
代
子
、
伊
藤
千
尋
、
伊

藤
真
、
内
橋
克
人
（
故
人
）
、
清
水
雅
彦
、

高
遠
菜
穂
子
、
高
良
鉄
美
、
田
中
優
子
、

山
内
敏
弘
の
12
人
で
す
。

平
和
憲
法
の
破
壊
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

岸
田
内
閣
は
国
政
選
挙
に
よ
る
国
民
へ

の
提
起
も
な
く
、
国
会
に
も
諮
ら
ず
に
昨

年
12
月
16
日
に
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

を
盛
り
込
ん
だ
安
全
保
障
関
連
３
文
書
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
現
在
は
５
年
間
で

43
兆
円
の
軍
事
費
を
確
保
す
る
た
め
と
い

う
暮
ら
し
も
経
済
も
壊
し
、
大
増
税
に
道

を
開
く
と
ん
で
も
な
い
軍
拡
財
源
法
案
が

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
末
か
ら
現
在
ま
で
の
政
治
状
況
は

「
九
条
の
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
19
年
前

ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
平
和
憲
法
を
無
視
す

る
戦
争
す
る
国
づ
く
り
が
一
気
に
進
ん
で

い
ま
す
。

組
織
の
増
強
で

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
止
め
よ
う

当
会
が
06
年
４
月
７
日
に
発
足
記
念

「
講
演
と
音
楽
の
夕
べ
」
を
開
催
し
た
時

に
、
今
後
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

「
地
域
、
職
場
、
サ
ー
ク
ル
で
、
ゆ
く
ゆ

く
は
中
学
校
区
単
位
、
小
学
校
区
単
位
、

さ
ら
に
は
自
治
会
単
位
で
く
ま
な
く
九
条

の
会
を
作
っ
て
い
く
」
と
提
案
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
そ
の
提
案
を
思
い
起
こ
し

て
「
九
条
の
会
」
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

平
和
憲
法
破
壊
の
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を

止
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
小
池
康
夫
）

大
江
健
三
郎
さ
ん
の
志
を
受
け
つ
い
で

5
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

日
本
教
育
会
館
に
て
「
大
軍
拡
反
対
、
憲

法
改
悪
を
止
め
よ
う
！
九
条
の
会
全
国
交

流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
32
都
道

府
県
か
ら
、
29
分
野
別
九
条
の
会
、
２
９

２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
森
陽
一
事
務
局
長
の
開
会
挨
拶

大
江
健
三
郎
宇
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
。
先
に
行
わ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
で
の
「
核
抑
止
力
を
正
当
化
」
す
る

「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
許
せ
な
い
、
と
被

爆
者
の
コ
メ
ッ
ト
を
紹
介
。
岸
田
首
相
は
、

来
年
9
月
ま
で
に
憲
法
を
変
え
る
と
明
言

し
て
い
ま
す
。
５
年
間
で
43
兆
円
の
大
軍

拡
も
リ
ン
ク

し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

軍
拡
の
中
身

が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
を
知
ら
せ
て
い
く
運
動
を
広

め
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
・
秋
田
・
宮
城
・
栃

木
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
東
京
・
岐
阜
・
長

野
・
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
・
広
島
・
兵
庫
・

静

岡

の

各

九

条

の

会

か

ら

各

地

域

に

根

ざ
し
た
、

さ

ま

ざ

ま

な

活

動

報

告

が

出

さ

れ
ま
し
た
。

九
条
の
会

６
人
の
世
話
人
挨
拶

早
稲
田
大
学
教
授
の
愛
敬
浩
二
さ
ん
は
、

憲
法
改
正
は
出
来
て
い
な
い
。
み
な
さ
ん

の
力
だ
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
誇

り
に
、
頑
張
ろ
う
と
呼
び
か
け
た
。

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
の
池
内
了
さ
ん

は
、
軍
事
研
究
は
学
問
を
殺
す
。
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
軍
事
研
究
の
反
対
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
た
。

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
の
朝
倉
む
つ
子

さ
ん
は
、
大
江
健
三
郎
さ
ん
は
ケ
ア
の
倫

理
を
育
て
て
き
た
。
憲
法
9
条
を
世
界
に

広
め
よ
う
と
し
、
そ
こ
に
は
ケ
ア
の
思
想

が
あ
っ
た
。

弁
護
士
の
伊
藤
真
さ
ん
は
、
安
全
保
障

の
中
に
憲
法
が
全
く
入
ら
な
い
。
世
界
か

ら
「
か
つ
て
平
和
主
義
だ
っ
た
日
本
」
と

み
ら
れ
て
い
る
。
9
条
が
あ
る
か
ら
、
人

権
、
自
由
、
共
存
が
出
来
て
い
る
。
若
者

達
を
励
ま
し
て
欲
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
出

来
る
こ
と
を
や
り
尽
く
し
て
欲
し
い
、
と

訴
え
た
。

脚
本
家
の
池
田
香
代
子
さ
ん
は
、
戦
争

を
し
た
い
国
民
は
い
な
い
。
敵
が
攻
め
て

く
る
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
れ
に
乗
せ
ら
れ

て
、
戦
争
を
始
め
な
い
事
。
戦
争
を
し
な

い
事
。
そ
の
為
に
9
条
が
あ
る
。
大
江
健

三
郎
さ
ん
が
伝
え
た
、
沖
縄
の
心
、
広
島

の
心
、
9
条
に
対
す
る
思
い
を
背
負
っ
て
頑

張
ろ
う
。

日
本
体
育
大
学
教
授
の
清
水
雅
彦
さ

ん
は
、
7
月
９
日
総
選
挙
説
が
あ
る
中

で
、
安
保
３
文
書
を
学
習
し
て
平
和
構

築
を
し
て
ほ
し
い
。
今
回
の
3
文
書
は

保
守
層
も
巻
き
込
ん
で
学
習

で
き
る
。

事
務
局
高
田
健
さ
ん
が

閉
会
の
挨
拶

一
昨
日
「
新
憲
法
制
定
議

員
連
盟
」
が
総
会
を
行
い
、
来
年
の
通

常
国
会
（
６
月
予
定
）
ま
で
に
改
憲
発

議
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
私
達
は
、

本
日
の
交
流
会
を
ス
タ
ー
ト
に
闘
い
を

大
き
く
し
な
い
と
い
け
な
い
。
改
憲
が

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
を
広
め
て
い

く
。
時
間
が
な
く
大
変
で
す
が
、
工
夫

し
て
、
従
来
の
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
再

構
築
し
た
い
。
各
地
に
帰
っ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
と
訴
え
ま
し
た
。

九
条
の
会
全
国
交
流
集
会
の
録
画
は
、

九
条
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
観
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
大
友
三
昭
）

「
九
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル

２
０
０
４
年
６
月
10
日
に

〈
「
九
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル
〉

が
９
人
の
呼
び
か
け
人
（
井

上
ひ
さ
し
、
梅
原
猛
、
大
江

健
三
郎
、
奥
平
康
弘
、
小
田

実
、
加
藤
周
一
、
澤
地
久
枝
、

鶴
見
俊
輔
、
三
木
睦
子
）
に

よ
り
発
せ
ら
れ
て
か
ら
１
９

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
は
、
「
日
本
国

民
は
、
い
ま
、
大
き
な
試
練

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
」
に

始
ま
り
、
「
日
本
と
世
界
の

平
和
な
未
来
の
た
め
に
、
日

本
国
憲
法
を
守
る
と
い
う
一

点
で
手
を
つ
な
ぎ
、
『
改
憲
』

の
く
わ
だ
て
を
阻
む
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
、
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
、
い
ま
す
ぐ

始
め
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
」

で
結
ん
で
い
ま
す
。

「
九
条
の
会
」
世
話
人
会
の
設
置

去
る
３
月
に
は
大
江
健
三

郎
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
、
呼
び
か
け
人
で
生
存
者

は
93
歳
と
な
る
澤
地
久
枝
さ

ん
お
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人
の
生
存
者
が

梅
原
、
大
江
、
澤
地
の
３
人

と
な
っ
た
16
年
に
、
「
九
条

の
会
第
６
回
全
国
交
流
討
論

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
「
九

条
の
会
」
の
小
森
陽
一
事
務

局
長
は
「
九
条
の
会
」
の
体

制
強
化
の
た
め
に
12
人
か
ら
な
る
世
話
人

会
を
設
置
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

世
話
人
は
愛
敬
浩
二
、
朝
倉
む
つ
子
、

池
内
了
、
池
田
香
代
子
、
伊
藤
千
尋
、
伊

藤
真
、
内
橋
克
人
（
故
人
）
、
清
水
雅
彦
、

高
遠
菜
穂
子
、
高
良
鉄
美
、
田
中
優
子
、

山
内
敏
弘
の
12
人
で
す
。

平
和
憲
法
の
破
壊
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

岸
田
内
閣
は
国
政
選
挙
に
よ
る
国
民
へ

の
提
起
も
な
く
、
国
会
に
も
諮
ら
ず
に
昨

年
12
月
16
日
に
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

を
盛
り
込
ん
だ
安
全
保
障
関
連
３
文
書
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
現
在
は
５
年
間
で

43
兆
円
の
軍
事
費
を
確
保
す
る
た
め
と
い

う
暮
ら
し
も
経
済
も
壊
し
、
大
増
税
に
道

を
開
く
と
ん
で
も
な
い
軍
拡
財
源
法
案
が

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
末
か
ら
現
在
ま
で
の
政
治
状
況
は

「
九
条
の
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
19
年
前

ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
平
和
憲
法
を
無
視
す

る
戦
争
す
る
国
づ
く
り
が
一
気
に
進
ん
で

い
ま
す
。

組
織
の
増
強
で

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
止
め
よ
う

当
会
が
06
年
４
月
７
日
に
発
足
記
念

「
講
演
と
音
楽
の
夕
べ
」
を
開
催
し
た
時

に
、
今
後
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

「
地
域
、
職
場
、
サ
ー
ク
ル
で
、
ゆ
く
ゆ

く
は
中
学
校
区
単
位
、
小
学
校
区
単
位
、

さ
ら
に
は
自
治
会
単
位
で
く
ま
な
く
九
条

の
会
を
作
っ
て
い
く
」
と
提
案
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
そ
の
提
案
を
思
い
起
こ
し

て
「
九
条
の
会
」
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

平
和
憲
法
破
壊
の
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を

止
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
小
池
康
夫
）

大
江
健
三
郎
さ
ん
の
志
を
受
け
つ
い
で

5
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

日
本
教
育
会
館
に
て
「
大
軍
拡
反
対
、
憲

法
改
悪
を
止
め
よ
う
！
九
条
の
会
全
国
交

流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
32
都
道

府
県
か
ら
、
29
分
野
別
九
条
の
会
、
２
９

２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
森
陽
一
事
務
局
長
の
開
会
挨
拶

大
江
健
三
郎
宇
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
。
先
に
行
わ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
で
の
「
核
抑
止
力
を
正
当
化
」
す
る

「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
許
せ
な
い
、
と
被

爆
者
の
コ
メ
ッ
ト
を
紹
介
。
岸
田
首
相
は
、

来
年
9
月
ま
で
に
憲
法
を
変
え
る
と
明
言

し
て
い
ま
す
。
５
年
間
で
43
兆
円
の
大
軍

拡
も
リ
ン
ク

し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

軍
拡
の
中
身

が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
を
知
ら
せ
て
い
く
運
動
を
広

め
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
・
秋
田
・
宮
城
・
栃

木
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
東
京
・
岐
阜
・
長

野
・
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
・
広
島
・
兵
庫
・

静

岡

の

各

九

条

の

会

か

ら

各

地

域

に

根

ざ
し
た
、

さ

ま

ざ

ま

な

活

動

報

告

が

出

さ

れ
ま
し
た
。

九
条
の
会

６
人
の
世
話
人
挨
拶

早
稲
田
大
学
教
授
の
愛
敬
浩
二
さ
ん
は
、

憲
法
改
正
は
出
来
て
い
な
い
。
み
な
さ
ん

の
力
だ
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
誇

り
に
、
頑
張
ろ
う
と
呼
び
か
け
た
。

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
の
池
内
了
さ
ん

は
、
軍
事
研
究
は
学
問
を
殺
す
。
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
軍
事
研
究
の
反
対
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
た
。

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
の
朝
倉
む
つ
子

さ
ん
は
、
大
江
健
三
郎
さ
ん
は
ケ
ア
の
倫

理
を
育
て
て
き
た
。
憲
法
9
条
を
世
界
に

広
め
よ
う
と
し
、
そ
こ
に
は
ケ
ア
の
思
想

が
あ
っ
た
。

弁
護
士
の
伊
藤
真
さ
ん
は
、
安
全
保
障

の
中
に
憲
法
が
全
く
入
ら
な
い
。
世
界
か

ら
「
か
つ
て
平
和
主
義
だ
っ
た
日
本
」
と

み
ら
れ
て
い
る
。
9
条
が
あ
る
か
ら
、
人

権
、
自
由
、
共
存
が
出
来
て
い
る
。
若
者

達
を
励
ま
し
て
欲
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
出

来
る
こ
と
を
や
り
尽
く
し
て
欲
し
い
、
と

訴
え
た
。

脚
本
家
の
池
田
香
代
子
さ
ん
は
、
戦
争

を
し
た
い
国
民
は
い
な
い
。
敵
が
攻
め
て

く
る
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
れ
に
乗
せ
ら
れ

て
、
戦
争
を
始
め
な
い
事
。
戦
争
を
し
な

い
事
。
そ
の
為
に
9
条
が
あ
る
。
大
江
健

三
郎
さ
ん
が
伝
え
た
、
沖
縄
の
心
、
広
島

の
心
、
9
条
に
対
す
る
思
い
を
背
負
っ
て
頑

張
ろ
う
。

日
本
体
育
大
学
教
授
の
清
水
雅
彦
さ

ん
は
、
7
月
９
日
総
選
挙
説
が
あ
る
中

で
、
安
保
３
文
書
を
学
習
し
て
平
和
構

築
を
し
て
ほ
し
い
。
今
回
の
3
文
書
は

保
守
層
も
巻
き
込
ん
で
学
習

で
き
る
。

事
務
局
高
田
健
さ
ん
が

閉
会
の
挨
拶

一
昨
日
「
新
憲
法
制
定
議

員
連
盟
」
が
総
会
を
行
い
、
来
年
の
通

常
国
会
（
６
月
予
定
）
ま
で
に
改
憲
発

議
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
私
達
は
、

本
日
の
交
流
会
を
ス
タ
ー
ト
に
闘
い
を

大
き
く
し
な
い
と
い
け
な
い
。
改
憲
が

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
を
広
め
て
い

く
。
時
間
が
な
く
大
変
で
す
が
、
工
夫

し
て
、
従
来
の
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
再

構
築
し
た
い
。
各
地
に
帰
っ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
と
訴
え
ま
し
た
。

九
条
の
会
全
国
交
流
集
会
の
録
画
は
、

九
条
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
観
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
大
友
三
昭
）
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九
条
か
な
が
わ
の
会
主
催

６
月
９
条
学
校

「
海
か
ら
考
え
る
地
球
・
環
境
・
平
和
～
平
和
と
地
球
を
守
た
め
の
憲
法
９
条
」

を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
ダ
イ
バ
ー
で
環
境
活
動
家
の
武
本
匡
弘
さ
ん
の
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

日

時

６
月
30
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～

会

場

神
奈
川
公
会
堂
ホ
ー
ル

資
料
代

５
０
０
円

九
条
か
な
が
わ
の
会
主
催

６
月
９
条
学
校

「
海
か
ら
考
え
る
地
球
・
環
境
・
平
和
～
平
和
と
地
球
を
守
た
め
の
憲
法
９
条
」

を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
ダ
イ
バ
ー
で
環
境
活
動
家
の
武
本
匡
弘
さ
ん
の
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

日

時

６
月
30
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～

会

場

神
奈
川
公
会
堂
ホ
ー
ル

資
料
代

５
０
０
円

６月６月

《 行 事 案 内 》

・大軍拡･大増税反対スタンディング
６月１９日（月）１３時～

本厚木駅北口

・あつぎ・九条の会サポーターの会

７月６日（木）１４時～
保健福祉センター 研修室

・厚木市九条の会ネットワーク会議
７月９日（日）１４時～

保健福祉センター 作業室
・９の日行動
７月９日（日）１６時～
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九
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会
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全国市長九条の会 鈴木さん



岸
田
首
相
は
、
２
０
２
２
年
末
に
私
達

の
声
を
問
わ
ず
勝
手
に
「
安
保
関
連
3
文

書
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

安
保
3
文
書
と
は
、
①
国
家
安
全
保
障

戦
略
②
国
家
防
衛
戦
略
③
防
衛
力
整
備
計

画
で
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
の
実
体
は
、
他

国
に
直
接
、
先
制
攻
撃
が
可
能
な
「
軍
隊

と
武
器
」
を
持
つ
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

政
府
が
守
っ
て
き
た
「
専
守
防
衛
」
か
ら

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
に
進
む
危
険
な
道

で
す
。

憲
法
九
条
は
「
戦
争
放
棄
」
「
戦
力
不

保
持
」
「
交
戦
権
の
否
認
」
を
明
文
化
し

て
い
ま
す
。
安
保
3
文
書
は
、
国
の
最
高

法
規
で
あ
る
憲
法
九
条
に
真
っ
向
か
ら
違

反
し
て
い
ま
す
。
安
全
保
障
環
境
が
厳
し

く
な
っ
た
か
ら
、
抑
止
力
と
攻
撃
力
は
必

要
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
既
に
1
年
が
経

ち
、
攻
撃
を
仕
掛
け
た
ロ
シ
ア
側
、
攻
撃

さ
れ
反
撃
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
双

方
に
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、
戦
争

終
結
へ
の
道
筋
は
全
く
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
支
援
は
さ
ら
な
る

犠
牲
を
生
み
出
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
争
は
一
旦
始
ま
る
と
、

ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
無
傷
で
は
あ
り
得

ま
せ
ん
。
政
府
は
、
「
専
守
防
衛
に
徹
し
、

他
国
に
脅
威
を

与
え
る
軍
事
大

国
に
な
ら
な
い
」

と
い
い
ま
す
が
、

5
年
で
43
兆
円

の
税
金
を
投
入

し
、
世
界
第
3

位
の
軍
事
大
国

に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

そ
の
財
源
は
、
私
達
に
生
活
苦
を
強
い

る
年
金
削
減
、
医
療
・
介
護
費
の
増
額
、

さ
ら
に
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
特
別
所

得
税
を
延
長
し
て
確
保
す
る
と
し
て
い
ま

す
。一

方
で
異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
い
い
、

他
方
で
大
軍
拡
・
大
増
税
に
よ
る
家
庭
へ

の
負
担
増
を
課
す
と
い
う
政
治
の
欺
瞞
と

矛
盾
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

こ
の
6
月
か
ら
電
気
代
の
値
上
げ
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影

響
に
よ
る
燃
料
代
の
高
騰
が
値
上
げ
の
理

由
で
す
。

こ
の
こ
と
が
、
ま
さ
に
戦
争
が
国
民
生

活
を
苦
し
め
る
リ
ア
ル
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

今
、
私
達
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
を
止
め

れ
ば
、
自
由
な
こ
の
平
和
が
終
わ
り
に
な

り
ま
す
。

「
戦
争
の
準
備
」
で
は
な
く
、
憲
法
九

条
を
活
か
し
た
「
戦
争
を
し
な
い
努
力
」

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
会
は
「
大
軍
拡
・
大
増
税
NO
!
」
の

声
を
挙
げ
、
署
名
活
動
を
粘
り
強
く
継
続

し
ま
す
。

私
達
の
声
を
、
努
力
を
、
署
名
を
通
し

て
国
会
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

（
北
川
和
麿
）

◆

憲
法
九
条
は
宝
！

私
は
殺
さ
れ
た
く
な
い

も
ち
ろ
ん
殺

し
た
く
な
い

戦
争
の
目
的
は
人
を
殺
す

戦
争
に
備
え
た
抑
止
力
が
必
要
と
国
民
に

心
理
的
な
恐
怖
感
を
す
り
込
む

や
が
て

国
民
も
抑
止
力
は
必
要
と
叫
ぶ
よ
う
に
な

る

国
民
が
政
治
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
く

政
治
の
役
割
は
戦
争
の
な
い
世
界
に
国

民
を
導
く
こ
と

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領

へ
の
軍
事
支
援
は
人
を
殺
す
こ
と
の
支
援

憲
法
九
条
は
軍
事
を
否
定
し
対
話
と
外

交
力
で
平
和
を
と
語
り
か
け
て
い
る
。

（
和
）

◆

武
力
抑
止
は
武
力
威
嚇

武
力
に
よ
る
戦
争
抑
止
あ
る
い
は
軍
事

バ
ラ
ン
ス
の
考
え
は
そ
も
そ
も
憲
法
違
反

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
「
攻
撃
し
た
ら

や
り
返
す
か
ら
攻
撃
す
る
な
」
と
い
う
政

策
で
す
。
で
も
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
武

力
に
よ
る
威
嚇
で
あ
り
、
憲
法
９
条
は
武

力
威
嚇
を
永
久
に
禁
じ
て
い
ま
す
。

（
康
雄
）

◆

３
人
の
Ｚ
世
代
の
声

Ｚ
世
代
の
１
人
は
入
管
法
改
正
案
に
反

対
す
る
集
会
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
呼
び
か
け

て
成
功
さ
せ
た
と
し
て
、
「
違
い
を
認
め

合
い
、
ど
ん
な
人
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
が
理
想
」
と
訴
え
た
。
Ｚ
世
代
の

別
の
１
人
は
「
今
は
も
の
ご
と
を
一
側
面

か
ら
し
か
見
な
い
人
が
多
い
」
と
指
摘
。

「
一
つ
の
物
事
に
対
し
て
複
数
の
視
点
か

ら
見
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
、
多

様
性
を
認
め
る
社
会
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
も
う
１
人
の
Ｚ
世
代
の
人
は
ブ
ラ
ッ

ク
校
則
を
学
校
に
改
め
さ
せ
る
た
め
、
映

画
をY

o
u
T
u
b
e

に
ア
ッ
プ
し
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
た
反
響
に
よ
っ
て
校
則
廃
止
に
な
っ

た
成
功
例
を
述
べ
た
後
、
「
自
分
が
声
を

あ
げ
る
こ
と
で
社
会
が
変
わ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。
社
会
は
き
っ
と
良
く
な
る
し
、

自
分
が
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
後
藤
幹
生
）

「
鳴
り
も
の
」
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が

音
を
あ
げ
る

ね

辞
退
せ
ず
銅
像
を
背
に
の
ほ
ほ
ん
と

地
下
潜
り
自
分
を
守
る
自
衛
隊

永
田
町
悪
法
通
す
コ
ン
ベ
ア
ー

ば
ら
ま
い
て
付
け
は
増
税
岸
田
流

緊
密
を
演
出
さ
れ
て
武
器
爆
買

国
会
は
護
憲
派
だ
け
と
決
め
た
は
ず

先
輩
も
後
輩
も
な
く
２
０
０
号

貸
座
敷
絞
り
出
し
た
る
抑
止
力

た
そ
が
れ
と

言
う
に
は
早
い
民
主
主
義

淋
し
き
国
に

光
明
を
み
る

岸
田
首
相
は
、
２
０
２
２
年
末
に
私
達

の
声
を
問
わ
ず
勝
手
に
「
安
保
関
連
3
文

書
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

安
保
3
文
書
と
は
、
①
国
家
安
全
保
障

戦
略
②
国
家
防
衛
戦
略
③
防
衛
力
整
備
計

画
で
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
の
実
体
は
、
他

国
に
直
接
、
先
制
攻
撃
が
可
能
な
「
軍
隊

と
武
器
」
を
持
つ
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

政
府
が
守
っ
て
き
た
「
専
守
防
衛
」
か
ら

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
に
進
む
危
険
な
道

で
す
。

憲
法
九
条
は
「
戦
争
放
棄
」
「
戦
力
不

保
持
」
「
交
戦
権
の
否
認
」
を
明
文
化
し

て
い
ま
す
。
安
保
3
文
書
は
、
国
の
最
高

法
規
で
あ
る
憲
法
九
条
に
真
っ
向
か
ら
違

反
し
て
い
ま
す
。
安
全
保
障
環
境
が
厳
し

く
な
っ
た
か
ら
、
抑
止
力
と
攻
撃
力
は
必

要
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
既
に
1
年
が
経

ち
、
攻
撃
を
仕
掛
け
た
ロ
シ
ア
側
、
攻
撃

さ
れ
反
撃
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
双

方
に
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、
戦
争

終
結
へ
の
道
筋
は
全
く
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
支
援
は
さ
ら
な
る

犠
牲
を
生
み
出
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
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円

の
税
金
を
投
入

し
、
世
界
第
3

位
の
軍
事
大
国

に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

そ
の
財
源
は
、
私
達
に
生
活
苦
を
強
い

る
年
金
削
減
、
医
療
・
介
護
費
の
増
額
、

さ
ら
に
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
特
別
所

得
税
を
延
長
し
て
確
保
す
る
と
し
て
い
ま

す
。一

方
で
異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
い
い
、

他
方
で
大
軍
拡
・
大
増
税
に
よ
る
家
庭
へ

の
負
担
増
を
課
す
と
い
う
政
治
の
欺
瞞
と

矛
盾
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

こ
の
6
月
か
ら
電
気
代
の
値
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げ
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影

響
に
よ
る
燃
料
代
の
高
騰
が
値
上
げ
の
理

由
で
す
。

こ
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が
、
ま
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戦
争
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国
民
生

活
を
苦
し
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リ
ア
ル
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

今
、
私
達
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
を
止
め

れ
ば
、
自
由
な
こ
の
平
和
が
終
わ
り
に
な

り
ま
す
。

「
戦
争
の
準
備
」
で
は
な
く
、
憲
法
九

条
を
活
か
し
た
「
戦
争
を
し
な
い
努
力
」

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
会
は
「
大
軍
拡
・
大
増
税
NO
!
」
の

声
を
挙
げ
、
署
名
活
動
を
粘
り
強
く
継
続

し
ま
す
。

私
達
の
声
を
、
努
力
を
、
署
名
を
通
し

て
国
会
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

（
北
川
和
麿
）

◆

憲
法
九
条
は
宝
！

私
は
殺
さ
れ
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も
ち
ろ
ん
殺
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い

戦
争
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目
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す

戦
争
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抑
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に

心
理
的
な
恐
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す
り
込
む

や
が
て

国
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も
抑
止
力
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叫
ぶ
よ
う
に
な

る

国
民
が
政
治
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
く

政
治
の
役
割
は
戦
争
の
な
い
世
界
に
国

民
を
導
く
こ
と

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領

へ
の
軍
事
支
援
は
人
を
殺
す
こ
と
の
支
援

憲
法
九
条
は
軍
事
を
否
定
し
対
話
と
外

交
力
で
平
和
を
と
語
り
か
け
て
い
る
。

（
和
）

◆

武
力
抑
止
は
武
力
威
嚇

武
力
に
よ
る
戦
争
抑
止
あ
る
い
は
軍
事

バ
ラ
ン
ス
の
考
え
は
そ
も
そ
も
憲
法
違
反

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
「
攻
撃
し
た
ら

や
り
返
す
か
ら
攻
撃
す
る
な
」
と
い
う
政

策
で
す
。
で
も
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
武

力
に
よ
る
威
嚇
で
あ
り
、
憲
法
９
条
は
武

力
威
嚇
を
永
久
に
禁
じ
て
い
ま
す
。

（
康
雄
）

◆

３
人
の
Ｚ
世
代
の
声

Ｚ
世
代
の
１
人
は
入
管
法
改
正
案
に
反

対
す
る
集
会
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
呼
び
か
け

て
成
功
さ
せ
た
と
し
て
、
「
違
い
を
認
め

合
い
、
ど
ん
な
人
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
が
理
想
」
と
訴
え
た
。
Ｚ
世
代
の

別
の
１
人
は
「
今
は
も
の
ご
と
を
一
側
面

か
ら
し
か
見
な
い
人
が
多
い
」
と
指
摘
。

「
一
つ
の
物
事
に
対
し
て
複
数
の
視
点
か

ら
見
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
、
多

様
性
を
認
め
る
社
会
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
も
う
１
人
の
Ｚ
世
代
の
人
は
ブ
ラ
ッ

ク
校
則
を
学
校
に
改
め
さ
せ
る
た
め
、
映

画
をY

o
u
T
u
b
e

に
ア
ッ
プ
し
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
た
反
響
に
よ
っ
て
校
則
廃
止
に
な
っ

た
成
功
例
を
述
べ
た
後
、
「
自
分
が
声
を

あ
げ
る
こ
と
で
社
会
が
変
わ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。
社
会
は
き
っ
と
良
く
な
る
し
、

自
分
が
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
後
藤
幹
生
）

「
鳴
り
も
の
」
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が

音
を
あ
げ
る

ね

辞
退
せ
ず
銅
像
を
背
に
の
ほ
ほ
ん
と

地
下
潜
り
自
分
を
守
る
自
衛
隊

永
田
町
悪
法
通
す
コ
ン
ベ
ア
ー

ば
ら
ま
い
て
付
け
は
増
税
岸
田
流

緊
密
を
演
出
さ
れ
て
武
器
爆
買

国
会
は
護
憲
派
だ
け
と
決
め
た
は
ず

先
輩
も
後
輩
も
な
く
２
０
０
号

貸
座
敷
絞
り
出
し
た
る
抑
止
力

た
そ
が
れ
と

言
う
に
は
早
い
民
主
主
義

淋
し
き
国
に

光
明
を
み
る

２０２３年６月 あつぎ・九条の会 「新たな戦前ではなく永遠の戦後を」 No.２００２０２３年６月 あつぎ・九条の会 「新たな戦前ではなく永遠の戦後を」 No.２００

「
あ
つ
ぎ
・
九
条
の
会
」
が
２
０
０

６
年
に
発
足
し
て
か
ら
今
年
で
17
年
。

あ
つ
ぎ
ニ
ュ
ー
ス
は
毎
月
欠
か
さ
ず
発

行
さ
れ
て
き
た
。
初
代
編
集
長
の
豊
公

子
さ
ん
、
小
林
茂
直
さ
ん
、
そ
し
て
３

代
目
の
バ
ト
ン
を
受
け
ま
し
た
。

私
は
、
特
別
に

原
稿
を
書
く
こ
と

も
な
く
、
皆
さ
ん

か
ら
頂
い
た
原
稿
を
編
集
し
て
、
編
集

会
議
で
内
容
を
検
討
す
る
。
「
平
和
憲

法
を
守
ろ
う
！
」
と
ご
く
当
た
り
前
の

事
を
方
針
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

安
倍
、
菅
、
岸
田
政
権
は
、
自
民
党

の
改
憲
案
で
は
、
国
民
投
票
は
通
ら
な

い
と
判
断
し
、
巧
み
に
実
質
的
な
九
条

改
憲
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
乗
じ
た
大
軍
拡
、

中
国
の
台
湾
有
事
な
ど
を
煽
り
立
て
、

敵
基
地
攻
撃
可
能
な
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配

備
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
応
す
る
た
め

の
自
衛
隊
施
設
へ
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
な

ど
、
戦
争
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

改
憲
も
政
治
日
程
に
入
れ
、
５
年
間
で

43
兆
円
も
の
軍
事
費
を
ア
メ
リ
カ
の
要

請
で
準
備
し
て
い
る
。
日
本
の
役
割
は
、

戦
争
の
準
備
で
は
な
く
、
９
条
を
生
か

し
た
、
外
交
に
よ
る
平
和
の
準
備
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
侵
攻
は
支
持
す

る
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

ダ
メ
。
こ
ん
な
ば
か
げ
た
論
理
は
あ
り

ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も
力
に
よ
る
現
状
変

更
で
、
国
際
法
違
反
で
す
。

「
日
本
が
か
つ
て
平
和
国
家
で
あ
っ

た
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
も
九

条
の
会
の
ニ
ュ
ー
ス
を
継
続
し
て
発
行

し
て
い
き
た
い
。

（

編
集
長

大
友
三
昭
）
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